
 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆1月の食文化 

 

 

 

 

          

 
令和 4年度 1月号 

氷見市学校給食センター 

 
◇毎月１９日は、「食育の日」です。食事作りに係わる人に感謝の気持ちを伝えましょう。 

 あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

年末年始は楽しく過ごせましたか。少し休みが続きました。早起き、朝ごはん、そして

夜は早めに休んで生活リズムを早く“通常モード”に戻しましょう。これからも寒い日

が続きます。食事前のせっけんでの手洗いをしっかり行い、栄養のバランスもよく考え

て食べて元気に過ごしましょう。 

ノロウイルス感染症は吐き気やおう吐、下痢などの症状が見られますが、人によっては発

症しても軽いかぜなどに似ているため気づかれにくいことがあります。集団活動を行う学校

は、特にに感染が広がりやすい場所です。給食を食べる前のせっけんを使ったていねいな手

洗いや、配膳する時の清潔な身支度、そして給食当番になった児童・生徒は毎日自分の健康

状態をチェックする等、予防に気を付けていきましょう。 

学校給食の歴史は、明治２２年、山形県鶴岡市の忠愛（ちゅうあい）小学校で、お弁当

を持ってくることのできない児童を対象に、昼食（おにぎり・焼き魚・漬け物）を出したのが

始まりです。その後、給食は全国に広まりましたが、第二次世界大戦が激しくなると給食は

中止になり、食べるものが不足したため、たくさんの子どもたちが苦しみました。戦後も食

糧難は続き、子どもの栄養不足が心配されました。「ララ（アジア救済団体）」から脱脂粉

乳が寄贈されると、昭和２１（１９４６）年１２月２４日から東京、神奈川、千葉で学校給食

が再び始まり、この日が給食記念日となりました。ただし１２月２４日が冬休みに入るた

め、１ヵ月後の１月２４日からの１週間を「全国学校給食週間」としたのです。 

今年、氷見市では「氷見ゆかりの人たちについて知ろう」を 

テーマとした献立を予定しています。ご家庭でも、給食週間の献立 

について食卓の話題にしてみてはいかがでしょうか。 

 

 


